
第
１
部
で
は
反
差
別
・

人
権
研
究
所
み
え
の
松

村
智
広
さ
ん
か
ら
「
あ

し
た
元
気
に
な
あ
れ
」

と
題
し
た
、
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
（
２
面
）

差
別
と
貧
困
に
よ
り
、

教
育
を
奪
わ
れ
た
祖
母

と
父
、
ふ
る
さ
と
を
隠

し
生
き
て
き
た
学
生
時

代
。
教
師
に
な
れ
ば
差

別
を
さ
れ
な
い
と
中
学

校
の
教
員
に
な
っ
た
が
、

結
婚
差
別
を
受
け
、
一

時
は
死
を
考
え
た
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
解

放
運
動
、
同
和
教
育
に

取
り
組
む
多
く
の
仲
間

た
ち
と
の
出
会
い
の
中

で
自
己
解
放
さ
れ
て
く
。

松
村
さ
ん
の
家
族
と

自
身
の
生
い
立
ち
は
差

別
の
現
実
と
向
き
合
い

続
け
た
人
生
だ
っ
た
。

だ
が
、
今
で
は
そ
ん

な
差
別
意
識
に
縛
ら
れ

て
生
き
る
こ
と
の
哀
れ

さ
、
解
放
さ
て
い
く
喜

び
を
明
る
く
、
楽
し
く

語
っ
て
く
れ
た
。
ま
さ

に
「
寝
た
子
は
起
こ
す
」

講
演
に
会
場
は
笑
い
と

涙
に
包
ま
れ
た
。

第
２
部
で
は
、
松
岡

広
昭
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
７
月
９
、
10
日

に
山
口
市
で
開
催
す
る

第
34
回
部
落
解
放
・
人

権
西
日
本
夏
期
講
座
の

成
功
と
、
来
る
べ
き
総

選
挙
で
政
権
交
代
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
訴
え
「
最
後
ま

で
、
頑
張
っ
て
、
頑
張
っ

て
、
が
ん
ば
り
抜
く
」

と
力
強
く
訴
え
た
。

来
賓
で
は
平
岡
秀
夫

衆
議
院
議
員
、
社
民
党

山
口
県
連
代
表
の
佐
々

木
明
美
県
会
議
員
、
民

主
党
の
吉
敷
晶
彦
県
会

議
員
、
新
社
会
党
の
田

中
健
次
防
府
市
会
議
員
、

連
合
山
口
の
杉
本
郁
夫

事
務
局
長
、
山
口
同
宗

連
の
益
田
利
生
副
議
長
、

部
落
解
放
・
人
権
研
究

所
の
友
永
健
三
所
長
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。

自
治
労
山
口
県
本
部

の
岡
本
博
之
執
行
委
員

長
、
全
水
道
山
口
県
本

部
の
江
本
郁
夫
副
執
行

委
員
長
、
山
口
県
同
教

の
高
林
公
男
副
委
員
長

な
ど
の
来
賓
も
出
席
。

懇
親
会
で
は
山
口
県

の
伊
藤
道
雄
環
境
生
活

部
長
の
音
頭
で
乾
杯
、

そ
の
後
、
各
支
部
・
共

闘
団
体
・
行
政
・
企
業

の
参
加
者
か
ら
今
年
一

年
の
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
最
後
に
浅
田
政
美

県
連
副
委
員
長
の
「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
西

日
本
夏
期
講
座
の
成
功

と
、
来
る
べ
き
総
選
挙

で
の
政
権
交
代
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
た
。

（１） 第３３号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００８年１月３０日

２
０
０
９
年
山
口
県
連
「
旗
開
き
」
が
１
月

１
８
日
、
山
口
市
の
ホ
テ
ル
か
め
福
で
ひ
ら
か

れ
た
。
記
念
講
演
と
懇
親
会
の
２
部
構
成
で
行

わ
れ
、
県
連
各
支
部
、
共
闘
、
行
政
関
係
者
な

ど
１
０
０
人
が
参
加
。
旗
開
き
で
は
、
「
西
日

本
夏
期
講
座
」
山
口
大
会
の
成
功
と
、
総
選
挙

勝
利
で
政
権
交
代
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。
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「西日本夏期講座の成功に向けて全力を」と、参加者で団結がんばろう

○あいつぐ差別糾弾闘争を強化
○全学校で人権・同和教育を！
○全自治体で同和行政を！
○西日本夏期講座の成功を！

２
０
０
９
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
部
落

解
放
へ
向
け
た
決
意

を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
年
１
月
20
日
、

オ
バ
マ
氏
が
ア
メ
リ

カ
で
史
上
初
の
黒
人

大
統
領
に
就
任
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

世
界
史
が
確
実
に
差

別
の
な
い
社
会
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
る

こ
と
を
象
徴
す
る
出

来
事
で
す
。

一
方
、
米
国
発
の

金
融
危
機
に
よ
り
国

内
で
も
深
刻
な
経
済

情
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
非
正
規
雇
用
や

フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー

ト
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・

プ
ア
や
生
活
保
護
者

の
激
増
に
よ
る
生
活

の
２
極
化
、
「
派
遣

切
り
」
や
大
量
の
リ

ス
ト
ラ
に
よ
る
生
活

破
壊
、
社
会
不
安
の

増
大
に
よ
り
人
権
侵

害
も
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
本

の
危
機
的
な
政
治
・

経
済
状
況
を
反
転
さ

せ
て
い
く
た
め
に
も
、

次
期
、
衆
議
院
解
散

総
選
挙
で
は
与
野
党

逆
転
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

県
内
で
も
、
悪
質

な
差
別
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
三
重

県
の
行
政
書
士
に
よ

り
宇
部
市
、
柳
井
市
、

岩
国
市
で
10
件
も
の

戸
籍
等
が
不
正
取
得

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
、
そ
の
す

べ
て
が
興
信
所
の
結

婚
調
査
に
利
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
、
厳
し
い

結
婚
差
別
・
身
元
調

査
の
現
実
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
、
県
内

の
多
く
の
市
町
で
神

戸
の
司
法
書
士
に
よ

り
戸
籍
謄
本
等
の
不

正
取
得
が
発
覚
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
５

月
に
は
萩
市
が
結
婚

相
談
所
を
開
設
し
、

「
本
籍
地
」
「
宗
教
」
、

「
障
害
の
有
無
」
な

ど
を
申
込
書
に
書
か

せ
、
戸
籍
謄
本
ま
で

提
出
さ
せ
て
い
た
事

件
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
宇
部
市

社
会
福
祉
協
議

会
、
山
口
県
光
青
年

の
家
な
ど
で
も
、
同

様
の
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。

結
婚
差
別
の
解
決

に
向
け
て
、
部
落
解

放
運
動
で
は
、
戸
籍

等
の
自
由
閲
覧
の
制

限
、
結
婚
相
談
所
で

は
独
身
確
認
の
た
め

の
「
独
身
証
明
書
」

発
行
を
勝
ち
取
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
就
職
差
別
撤

廃
に
向
け
て
「
統
一

応
募
用
紙
」
使
用
の

徹
底
、
面
接
や
履
歴

書
に
お
い
て
「
差
別

に
つ
な
が
る
恐
れ
の

あ
る
情
報
収
集
の
禁

止
」
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の

事
件
を
通
し
て
、
県

内
の
萩
市
を
初
め
と

す
る
行
政
や
関
係
団

体
に
お
い
て
す
ら
、

こ
れ
ら
の
趣
旨
や
背

景
な
ど
理
解
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
一
度
「
部
落

差
別
が
現
存
す
る
限

り
、
同
和
行
政
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
い

う
同
対
審
答
申
の
精

神
に
立
ち
返
り
、
学

校
や
職
場
、
地
域
に

お
い
て
よ
り
一
層
の

人
権
・
同
和
教
育
の

取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
年
７
月
、
22
年

ぶ
り
に
山
口
市
で
開

催
す
る
「
第
34
部
落

解
放
・
人
権
西
日
本

夏
期
講
座
」
は
絶
好

の
啓
発
・
学
習
の
機

会
に
な
り
ま
す
。

西
日
本
各
地
か
ら

４
０
０
０
人
が
結
集

す
る
夏
期
講
座
は
、

行
政
や
関
係
共
闘
団

体
や
企
業
、
多
く
の

市
民
運
動
の
人
た
ち

と
の
連
帯
が
な
け
れ

ば
成
功
し
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
方
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
、
こ

の
場
を
か
り
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す

が
す
が
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

松村智広さんの記念講演では、笑いと涙で会場がつつまれた


